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名
古
屋
城
本
丸
御
殿
は
、
天
守
閣
の
南
側
に
建
て
ら

れ
た
平
屋
建
て
の
建
物
で
、
延
べ
床
面
積
が
約
三
、一

○
○
平
方
㍍
、
最
大
高
さ
一
二
・
五
七
㍍
を
有
す
る
。
近

世
城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作
と
し
て
、
国
宝
で
あ
る
京
都

二
条
城
の
二
の
丸
御
殿
と
な
ら
び
、
武
家
風
書
院
造
の

双
璧
と
い
わ
れ
た
建
物
で
あ
る
。
室
内
は
、
豪
華
絢
爛

な
障
壁
画
や
彫
刻
欄
間
な
ど
で
飾
ら
れ
て
い
た
。「
武
」

の
象
徴
と
な
る
天
守
閣
と
「
文
」
の
象
徴
と
な
る
御
殿

の
二
つ
を
備
え
た
城
郭
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ

て
い
た
。
そ
の
歴
史
は
今
か
ら
約
四
○
○
年
前
に
さ
か

近
世
城
郭
御
殿
の
最
高
傑
作

雨風の影響を受けないよう素屋根で覆われた空間内で、対面所等の工事が行われている。
左手の建物はすでに公開されている表書院で、工事中の建物との境界がはっきりとわかる。

匠
の
技
と
情
熱

芸
術
の
粋
が

蘇
る
空
間

Site Discovery

発見
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文：横尾 真　写真：特記以外は山田新治郎

間
の
再
現
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　
総
事
業
費
は
約
一
五
○
億
円
で
、
資
料
に
よ
る
と
そ

の
内
訳
は
、
市
費
、
国
・
県
補
助
費
、
市
民
・
企
業
か

ら
の
寄
付
金
そ
れ
ぞ
れ
約
五
○
億
円
。
全
三
期
の
工
事

を
一
〇
年
掛
け
て
完
成
さ
せ
る
。
現
在
は
、
第
一
期
工

事
の
玄
関
・
表
書
院
が
完
成
し
、
第
二
期
工
事
の
対
面

所
等
復
元
工
事
が
進
む
。

　「
本
丸
御
殿
は
、
一
九
四
五（
昭
和
二
十
）年
に
天
守

閣
と
と
も
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
文
献
や
実

測
図
・
古
写
真
・
障
壁
画
な
ど
の
多
く
は
焼
失
を
免
れ

ま
し
た
。
こ
う
し
た
豊
富
な
資
料
を
も
と
に
、
原
則
と

し
て
旧
来
の
材
料
・
工
法
を
用
い
る
『
旧
状
再
現
』
の

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
」
と
吉
原
所
長
。
名
古
屋
城
は
、

明
治
以
降
は
す
べ
て
国
有
化
さ
れ
、
一
九
三
〇
（
昭
和

五
）
年
名
古
屋
市
に
下
賜
さ
れ
た
。
以
来
一
九
四
三

（
昭
和
十
八
）
年
ま
で
に
詳
細
な
実
測
調
査
が
行
わ
れ
、

そ
の
成
果
と
し
て
「
昭
和
実
測
図
」
が
作
成
さ
れ
て
い

る
。
焼
失
を
免
れ
た
障
壁
画
に
加
え
、
焼
け
跡
か
ら
集

め
ら
れ
た
焼
損
金
具
や
拓
本
も
残
さ
れ
て
い
る
た
め
、

忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　
一
方
で
、
工
事
の
受
注
に
あ
た
っ
て
は
「
見
せ
な
が

ら
」
工
事
を
進
め
る
こ
と
が
、
名
古
屋
市
よ
り
技
術
提

案
の
課
題
と
し
て
要
望
さ
れ
て
い
た
。「
職
人
の
技
と

心
の
伝
承
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
市
民
を
は
じ
め
名
古

屋
城
を
訪
れ
る
方
々
に
も
現
場
の
作
業
風
景
を
見
せ
る

こ
と
で
何
か
を
伝
承
し
た
か
っ
た
の
で
す
」
と
吉
原
所
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工事概要

の
ぼ
る
。
本
丸
御
殿
は
、
尾
張
藩
主
の
住
ま
い
と
藩
の

政
庁
と
し
て
一
六
一
五（
慶
長
二
〇
）年
に
完
成
。
一
六 

三
四（
寛
永
一
一
）
年
、
三
代
将
軍
家
光
が
上
洛
す
る
際

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
上
洛
殿
や
御
湯
殿

書
院
が
大
々
的
に
増
築
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
一
七
二
八

（
享
保
一
三
）年
に
は
、
防
火
や
維
持
管
理
の
側
面
か
ら
、

こ
け
ら
葺
屋
根
が
桟
瓦
に
、
木
蓮
格
子
妻
が
塗
籠
妻
に

改
修
さ
れ
た
。
今
回
の
復
元
工
事
で
は
、
将
軍
の
上
洛

に
伴
う
上
洛
殿
が
増
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
本
丸
御
殿

の
格
式
が
最
も
高
ま
っ
た
寛
永
期（
一
六
二
四
〜
一
六 

四
四
年
）
の
建
物
を
復
元
す
る
時
代
と
し
て
設
定
し
、

本
丸
御
殿
の
歴
史
的
意
義
と
文
化
的
価
値
を
有
す
る
空

東
海
地
方
の
歴
史
と
文
化
を
象
徴
す
る
名
古
屋
城
で
は
、

昭
和
二
十
年
五
月
の
空
襲
に
よ
り
天
守
閣
と
と
も
に
焼
失
し
た

本
丸
御
殿
の
復
元
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

江
戸
時
代
の
芸
術
の
粋
を
集
め
て
つ
く
ら
れ
た
本
丸
御
殿
。そ
の
空
間
を
、

伝
統
的
な
技
法
と
現
代
の
新
技
術
を
駆
使
し
て
、当
時
の
ま
ま
に
再
現
す
る
。

現
場
を
進
め
る
安
藤
ハ
ザ
マ・
松
井
・
八
神
特
別
共
同
企
業
体
の

所
長
・
吉
原
一
彦
氏
に
取
材
し
た
。

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
復
元
工
事

「
旧
状
再
現
」と「
見
せ
な
が
ら
」

玄関

中之口部屋

下御膳所
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上台所
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対面所
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間
之
雀
孔

間
之
溜

院
書
殿
湯
御

第1期　
工事工程 2009年-2013年

2013年
玄関・表書院
公開中

第2期　
工事工程 2011年- 2016 年

2016年
対面所等完成

第3期　
工事工程 2014年-2018年

2018年
上洛殿等完成
（復元工事完了）

本丸御殿平面図。現在は二期工事が進められている。

現場に架けられた素屋根の向こう側には、名古屋城天守閣が見える。
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玄
関
・
表
書
院
で
は
、
そ
の
技
術
を
ゆ
っ
く
り
と
堪
能

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
は
外
観
。
基
礎
部
分
を
見

る
と
柱
と
礎
石
面
が
お
も
し
ろ
い
。
通
常
平
滑
な
礎
石

の
上
に
柱
を
乗
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
礎
石
の
凹
凸
に
合

わ
せ
て
、
木
柱
の
断
面
が
加
工
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

「
ひ
か
り
付
」
と
い
う
作
業
に
よ
っ
て
、
礎
石
の
凹
凸
を

写
し
取
り
、
木
柱
を
加
工
す
る
技
術
だ
。
使
用
さ
れ
て

い
る
木
材
は
ど
う
か
。
工
事
に
要
す
る
木
材
は
約
二
、

○
○
○
立
方
㍍
に
及
ぶ
。
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
東
海

地
方
及
び
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
国
産
の
木
材
だ
と
い

う
。
吉
原
所
長
お
勧
め
の
場
所
を
聞
い
た
。「
玄
関
車
寄

正
面
に
配
置
さ
れ
た
二
本
の
鏡
柱
で
す
。
断
面
が
約

三
七
㌢
㍍
×
約
二
七
㌢
㍍
、
高
さ
四
・
三
㍍
で
四
方
無

節
と
い
う
、
桧
の
最
上
級
品
で
す
」。
そ
の
上
に
鎮
座
す

る
こ
け
ら
葺
屋
根
も
す
ご
い
。
車
寄
唐
破
風
で
は
巻
き

上
が
る
よ
う
な
曲
線
を
再
現
し
、
す
べ
て
の
屋
根
は
一

続
き
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
主
に
板
厚
三
㍉
㍍
の
手
割

り
し
た
杉
材
を
用
い
、
竹
釘
で
打
ち
付
け
て
、
立
体
的

に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
建
物
内
部
に
入
っ
て
み
よ
う
。
最
も
特
徴
的
な
の
は

天
井
だ
。
身
分
と
格
式
を
重
ん
じ
、
部
屋
ご
と
に
異
な

る
。
順
に
、竿さ

お
ぶ
ち縁
天
井
、竿
縁
天
井
に
格ご

う
ぶ
ち縁
を
入
れ
た
格

天
井
、
格
天
井
に
子
組
の
格
子
を
入
れ
た
子
組
格
天
井
、

最
終
的
に
は
表
書
院
に
あ
る
上
段
之
間
で
は
、
支
輪
に

よ
り
一
段
持
ち
上
げ
ら
れ
た
折
上
げ
子
組
格
天
井
へ
と
、

部
屋
の
格
が
上
が
る
に
つ
れ
て
豪
華
に
な
っ
て
い
く
。

　
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
は
伝
統
工
法
だ
け
で
は
な

い
。「
建
物
が
完
成
す
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

このプロジェクトは、400年前
に建てられた第一級の建築を現

代の木造技術の粋を集め、一つひとつ
の材料を厳選し、職人の技でつくり上
げていくものです。当時の資料を残し
てくれた先人の英知と情熱、そして戦
災を逃れた数々の文化財の価値と魅力
がここに結実しています。復元された
建物が将来再び重要な文化財となるこ
とを信じて、日々業務を行っています。

歴史と文化の脈流に刻まれた偉大な建
造物の復元工事において、過去にこれ
ほどの規模と質はないと思われます。
職務にあたる作業員もまた、そのこと
を誇りに思って丹精を注いでいます。
城下町名古屋のシンボルを再建し、

「後世に残す」という目標のもと、現場
は一丸となっています。この時代に立
ち会うみなさまにも、そうした思いが
伝われば、光栄です。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

安藤ハザマ・松井・八神
特別共同企業体
名古屋城本丸御殿作業所 所長

吉原一彦
Kazuhiko Yoshihara

が
、
地
震
時
に
木
造
建
築
の
挙
動
を
制
御
す
る
た
め
に
、

新
た
な
構
造
壁
や
制
振
ダ
ン
パ
ー
、
水
平
構
面
の
補
強

と
い
っ
た
耐
震
補
強
も
施
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
吉
原
所

長
が
補
足
し
て
く
れ
た
。
匠
の
技
と
最
新
技
術
の
融
合

が
、
現
代
最
高
の
城
郭
御
殿
建
築
工
事
の
骨
格
だ
。

　
吉
原
所
長
の
所
属
会
社
で
あ
る
㈱
安
藤
・
間
は
、
安

藤
建
設
と
間
組
の
持
続
的
成
長
に
向
け
て
、
二
○
一
三

年
四
月
一
日
に
合
併
し
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社

だ
。
土
木
工
事
を
は
じ
め
様
々
な
工
事
を
請
け
負
っ
て

い
て
、
伝
統
建
築
の
施
工
実
績
も
多
い
。
一
九
五
九
年

に
※「
名
古
屋
城
天
守
閣
」
の
復
元
工
事
を
行
っ
た
の
も

当
時
の
間
組
で
あ
る
。「
土
塗
り
壁
の
せ
ん
断
耐
力
実

験
や
歴
史
的
建
造
物
の
耐
震
補
強
な
ど
も
独
自
に
行
っ

て
い
ま
す
」
と
吉
原
所
長
。

　
こ
の
現
場
も
、
社
寺
仏
閣
工
事
に
多
い
伝
統
工
法
に

よ
る
実
証
的
な
復
元
工
事
に
と
ど
ま
ら
ず
、
耐
震
補
強

と
い
っ
た
最
新
技
術
が
組
み
込
ま
れ
た
複
雑
な
工
事
だ
。

さ
ら
に
、
内
装
等
も
忠
実
に
再
現
す
る
。「
す
べ
て
の
工

程
に
お
い
て
、
こ
ま
か
く
当
時
の
資
料
を
検
証
し
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
な
が
ら
、
詳
細
を
決
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
と
て
も
時
間
が
か
か
る
ん
で
す
よ
」。
建
物
全

体
を
把
握
し
な
が
ら
、
多
く
の
技
術
や
そ
の
専
門
家
を

束
ね
る
力
が
必
要
に
な
る
と
い
う
。「
大
変
な
こ
と
も

多
い
で
す
が
、
こ
の
規
模
の
復
元
に
携
わ
る
機
会
は
め

っ
た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま

す
」
と
、
笑
顔
で
話
す
吉
原
所
長
。
復
元
さ
れ
た
建
物

は
、
名
古
屋
の
未
来
の
貴
重
な
財
産
に
な
る
。
二
○

一
八
年
の
完
成
が
待
ち
遠
し
い
。

素屋根内における見学専用通路の様子。工事の進捗状況に合
わせて、通路の架け替えも行われている。

長
は
話
す
。
工
期
を
全
三
期
に
分
け
、
約
三
年
ご
と
に

建
物
の
一
部
を
完
成
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
工
事
中
か

ら
一
般
来
場
者
に
建
物
を
公
開
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。
素
屋
根
の
架
か
る
工
事
中
の
現
場
に
は
見
学
専
用

通
路
を
設
け
、
原
寸
場
、
木
材
加
工
場
、
木
材
保
管
庫

と
い
っ
た
作
業
場
も
、
一
般
来
場
者
が
自
由
に
出
入
り

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
一
日
約
五
、〇
〇
〇
人
の
来
場

者
と
、
再
建
を
願
う
名
古
屋
市
民
の
声
に
応
え
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
提
案
だ
。

　
素
屋
根
の
下
の
見
学
通
路
を
歩
く
と
、
多
く
の
職
人

が
立
ち
働
く
姿
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
木
材

を
運
び
、
手
作
業
で
組
み
立
て
て
い
く
姿
が
興
味
深
い
。

　
第
一
期
工
事
で
復
元
さ
れ
、
現
在
公
開
さ
れ
て
い
る

名
古
屋
の
未
来
の
文
化
財
を
つ
く
る

伝
統
工
法
と
最
新
技
術
の
融
合

上／木材加工場の様子。すべての作業は一般見
学者から見えるようになっている。
右／現場では、屋根の破風板の取付が進められ
ていた。職人が手作業で建物の骨格を組み上げ
る。（提供：名古屋市市民経済局名古屋城総合
事務所）

上／礎石の下には、戦災で焼け残った本来の礎石が遺構と
して残されている。遺構の保護として、山砂が手作業で敷
き詰められ、その上にコンクリートが打設されている。
下／第一期工事で完成した玄関・車寄の様子。その左側に
は、工事が行われている素屋根も見える。工事中にもかか
わらず一般見学者は多い。

※ 1961年・第２回BCS賞受賞作品


